








一務歸楽平里訪問記・ 魚 腹 伝 説 一
















































近には塩水が流れている。その塩水の女 神 は 魔 君 に こ う い っ た 一
ここは土地は広く, 魚・塩の豊かな所です。 どうか私と一緒に末永
く こ こ で 暮 ら し ま し ょ う一と。 しかし魔君はこれに応じなかっ
た。女神は毎日夕暮れになると必ずやってきて宿をとっていたが,あ
る朝突然蟲に姿を変え, 無数の虫とともに飛び上がり, 太陽を覆い
隠して, 世界を真つ暗に してしまった。 このような状態が十数日も
続いて, 魔君はスキをついて最を射殺したところ, 天が開けてよう
やく明るくなった。 こうして魔君は実城に拠点を構えてそこで君主






































































































り あ げ て ぉ く こ と に し よ う。
















頭図・ 魚形図・鳥形図も, 図柄は必ずしも一定ではないが, や は り い く
つかの例が確認されている。 また一器に二つ以上の図案が組み合わされ
て施されている場合もあり, 虎紋と手心紋の組み合わせを常見のものと












るのが, 無難な理解であろう。 まず椎警について, これを西南諸族の間
に流行していた椎状結髪の髪形とみることには異論がないようである
































る と す る な ら, この手心形は蛇崇拝をもつ種族の表象であるのかもしれ
ないo
五つの図案がある種族ないしはある種族連合体を表象しているといつ








と こ ろ で, この五図案を仔細に観察していると, そのう ちの三図案に
ついて, それぞれときわめてよく似た図案をもつ金器・青銅器が出土し
ているのに容易に気づくであろう。他でもない, 例の広漢三星堆通跡l・






























はずである。 すなわち, 大府出土のこの一器は, 今後の魔君巴族研究に
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立つて周囲を見理すと,周囲は2,000 m ク ラ スの山々に ll環間無く囲まれ,
まさしく守るに易く攻めるに難い要害の地である。抗日戦争中湖北省の
臨時省都に選ばれたのも, この戦略上の優勢さを第一に考慮してのこと





















が る が ど う し よ う も な い。 ビルの規模からして新館は質・量ともに相当


























































翼船ジェ ツ ト フ ォ イ ル で あ る。一度も乗つた経験のない船種にまさか三






































官鎮と上つていくが, 香溪河はこの塩官鎮あたり までが, 航行可能なよ









平里に通ずる“七里峡”であるにちがいない。鄭和昌 「屈原'務歸」 l6) を
開いてみると, 確かに “七里峡是楽平里的七里画廊。這里懸岩峭壁千仞,
幽谷深淵万丈” と記されている。 しかし, 奥へと通じている道路は, せい
ぜいリャカーが通れるほどの幅しかなく, しかも下には石塊が露出し,上
には岩錐が突き出ている悪路である。 楽平里へはこの通路を行くはずで





た。慣れているのか, 20数人の待ち客はあっ と い う 間 に そ の ト ラ ッ ク に
飛び乗り, スペースはほとんどない状態である。 あわてて車体に手をか





か り そ う に な り, 少年に話しかけようにもとてもその余裕はない。 歯を
グットくいしばり悪戦苦関することぉよそ35分, 突然天地が器然と開















原廟である。丘陵の高さは70 m ほ ど で あ ろ う か, みかん畑と茶畑の連な
る坂を登ると,郭沫若の手になる“屈原願” という扁額の掛かる大門が見







l1'、、l': l 11 : lfttl i1平,、のl11通か ,1名l因1.t、1' を t,'1 11:;'。中央ノ, 1 、に1'1く 見える(,' ) が11l: 原1,:11 。 1
前v) 川力111l11、1'1可.
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大門を入ると, 一枚の屏風があり, 表には“路漫漫其修遠兮, 吾将上

















































ょ う で あ る。半月形の“月刃”のもとに白い壁青い瓦の民家が二練並











る。 “玉米田” と刻まれている。 務歸・屈原案内書の写真にしばしば掲載
されているあの石碑である。屈原の涙が落ちたところに玉のような美米
が産出されたという,ゆかしい伝説にちなんだその玉米田なのである。哇
を引き返した彼は, も う一方の家屋に入り込み荷子を用意してきて, そ
こにすわるようしきりに勧めてくれる。断つてはかえって失礼であるし,
何 と いっても疲労困想の身を休めたいとの気持ちには抗しがたく, 好意
に 甘 え る こ と に した。中に入つてみるとひんやりと涼しく, 外の炎天が
まるでうそのような,パラダイスといっても過言ではない気分である。何
度も何度もぉ礼をいっていると, この家の主婦とおぼしき女性が帰宅し
て き た。二人を前に して, 日本では屈原の詩成がいかに多くの人にいか
に広く愛唱されているか, この香炉坪を訪間することができていかに感
激しているか, とカタコ トの中国語で語りかけてみる。通じたのであろ


















































あ ろ う o
務歸賓館レストランでの夕食はまことに楽しいものとなった。他に客
は誰もいなかったけれども, 楽平里訪問を記念してたった一人の祝宴を
催したのである。屈原商場で買い求めた“屈原小曲”の栓をあけ, い く ど
も杯を重ねたことであった。
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屈原日, 吾聞之, 新沐者必弾冠, 新浴必振衣, 安能以身之察察, 受







に 葬 ら れ よ う と も, この潔白な身にどうして世俗のチリアクタを受



















な か ろ う か。これを“たとい魚の餌食になろうとも”と, そのまま即物的
に解釈する楚辞訳解もあるが, それは誤りであろう。
“葬於江魚之腹中”という表現には, 何か特別な意味があるように思











留められているものはごく少ない。 そ う いった民間伝説を採録した伝奇
集の類が数多く刊行されているが, それらはいずれも屈原の死体は故郷
戦,歸に帰郷したという伝説を載せている ( 8 )。 ただその死体は誰かによっ
て搬送されたのではなく魚によって搬送されたというのがモチーフであ
り, そのモチーフには大別して二つのケースがある。 一つは, 屈原を腹
に入れて長江を通上したというものであり, 一つは屈原を背に乗せて長
江を通上したというものである。前者が, 先の漁父の一句に対応してい
る こ と は い う ま で も な か ろ う。務歸到着後のことについては, 女要や麼










予言者ヨナはェホバを選けるために船で逃亡した。 と こ ろ が, 海上
に出ると大嵐になった。誰かが悪いことをしたためにこうなったに
ち が い な い と い う こ と に な り, それが誰かを知るためにクジをひい
た。 す る と ョナがクジにあたった。 ヨナは自ら希望して, 海に投げ




析つた。 エホバは魚に ョナを吐き出させ, ヨナは無事陸地に着くこ
とができた(日本聖書協会・聖書:新共同訳1991年, 要約)
魚あるいは他の水中動物の腹中に人が呑み込まれてしまうという伝説
は, 世界各地に分布しており, 宗教学・神話学ではこのような伝説を ョ
ナ型伝説と総称している。 そして ョナ型伝説には, 次のような二つの宗

























て回帰した世界つま り  “あの世”が, 実界・館界としての暗黒世界である
と と も に, 人を超えた原理の支配する“聖世界”でもあり, そこに回帰し




















る。 蜀の開明氏の始祖随館にま つわる次の伝説は, そのよ うな観念のも
とに生まれた伝説の一つであると思われる。













る が, おそらく電靈が本来の名であろう。なぜなら, “館”とはシャーマ
ンを指す称調であって, それのほうがこの伝説の意味によりふさわしい




有偏枯魚, 名日魚婦, 観環死即復蘇, 風道北来, 天乃大水泉, 蛇乃
化為魚, 是為魚婦顯環死即復蘇(山海経・大荒西経)
この一文はおそらく山海経の中でももっとも解釈困難なものの一つで
あ ろ う が, しかしこれもシャーマニズム伝説の一つと前提すると, 解釈
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はそう難しくはないように思われる。まず,“死” とは何であろうか('')。 ト
辞・金文・説文では死をaに作つている。 この左側のAは歹 (ガツ), つ
まり骸骨・残骨である。 すなわち, 死とは骸骨になることに他ならないo
ある種の未開社会では, 死とは骸骨になることであるというこの観念が










ろ う か。 ト辞にa と い う 字 が あ る が, これは基の周囲に残骨が散乱して
いる状態を表したもので, 其界を意味する英という字であるという。 と
























て も, 巫風= シャーマニズムに習熟した人々が関わっていたことは疑い
ない。 それは, 楚辞が巫歌の形式をと っていることからも容易に推測さ
れる。古来屈原の自作と信じられてきた離騒の冒頭部分も, この点, まっ
たく別の角度からの解釈が可能なのかも知れない。
帝高陽之苗商兮, 朕皇考日伯庸, 攝提貞于孟l取兮, 惟庚寅吾以降, 皇





見に従うに しても, 庚責の日は楚国にあって特別な嘉日とされ('3', 偶 然
にすぎるのではという疑問は消えない。この日は誕生日ではなく ,“成巫”






あ る こ と か ら し て も, この日が成巫の日である可能性は無視できないの
ではなかろうか。史記・楚世家は楚の神話的祖先重黎と呉回について, 次
のような伝説を載せている。
重黎爲帝響高辛居火正, 甚有功, 能光融天下, 帝響命日祝融, 共工






























い う こ と は, その世俗・汚濁の中にいる自己を否定・克服することであ





漁父莞爾而笑, 鼓枻而去歌日, 治浪之水清兮, 可以濯吾經, 治浪之
水濁兮, 可以濯吾足, 遂去不復與言。
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らいに逆らわぬが良い身の処し方ではないか一確かにこれも濁世に
生きる者の, 一つの生きざまであろう。 と こ ろ が, 屈原はこれをも潔し
















の 意 味 を 読 み 取 る こ と に は 失 敗 し て い る よ う に 思 う。泥塗となってし
まっては, 汚濁から逃れることも,再生することも不可能となってしま





























る。も っ と も, 部央・鄂束文化の西進がまったくなかったかといえば, も
ちろんそうではないのであって, 屈原紀念館所蔵の柳林溪出土西周聯格








で き よ う ('S'。 そこでは鼎・重の対偶組合をもつ典型楚基と柳葉式剣をも
っ典型巴系墓が併在してぉり, 在地文化のなかへの楚文化の進入が如実
に示されているのである。 全体としてみれば巴系文化が優勢であったで
あ ろ う が, しかし楚文化の西進も無視できないのであって, それは楚国
の政治的領域の拡大とあいまって, より時代が下るほどより強く進行し
ていったにちがいない。 そして, ある時点に至つて務歸一帯に楚国が政
治的・経済的拠点を築いたであろうことも容易に想像される。こ こ に, た
とえば楚都丹陽が務歸に存在したという“伝説” が生成される契機が生
じたと言つてよいであろう。 楚都丹陽=務歸伝承は, その史実性を云々
す る よ り も, むしろ楚国三峡進出過程追跡の資料として活用すべきなの
かも知れない。
屈原は楽平里に生まれたという伝承も,それが史実ではなく “伝説”で
あ る と し て も, そこにはそういった伝説が生成される何らかの事情が存
在したはずである。楚国による務歸一帯の領有, ことに屈氏による領有
という事情が, この際まず浮かんでくるであろう。たとえば, 戦国時代
















も こ う いった事情は生じえたであろう。たとえば,香渓鎮の北約6km 香
溪河西岸に位置する官荘坪通跡('°) は, およそ5,000 m2 という通跡範囲
といい西周晩期̃東周中期という存続期間といい, こ こ が一つの政治
的・経済的拠点であったことを示している。もし楚国の拠点の一つであっ
たならば, そこで屈原誕生地伝説が生じた可能性も皆無ではないのであ










な ら な かったか, という問題であり, それは楽平里がどのような性格の





























て 一, 楽平里屈原誕生地伝説が生まれたのではなかろうか。 そしてま








いう疑問がわく 。 ここにあげた解答は, 後者の立場からの宿題に対する
ものであるが, はたして及第点を勝ち取ることができるであろうか。
*
屈原はナゾの存在である。 つ き つめていくと彼についての確実な伝承
は何一つな く な っ て し ま う で あ ろ う。 屈原否定論が登場するのも当然な
わけである。 しかし, 今日にまで伝えられる数多くの屈原伝説が, 屈氏
や楚国, あるいは楚国滅亡後をも含む時代の長江中流域社会とまったく
無関係に生成されたと考えることもまたできない。それらの伝説は, 楚
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1995年8月5日から8月10日にかけて, 武漢一恩施一巴東一務歸







す る こ と に した。偏枯魚・蘇の解釈をはじめ自分自身意に満たぬ点も多
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い が, もし検討に耐えうる点があるならば, 忌憚のない意見を頂鐵した
い と 思 う 。
あしかけ六日の鄂西・三峡旅行は気ままな一人旅で, それだけに不安
も大きかったが, しかし何の支障もなく快適に日程を消化することがで
きた。 それはひとえに, 行く先々で数多くの人から受けた有形'無形の
親切によるものである。 この場をかりて, それらのすべての人々に御礼
申し上げたい。(1996年12月24日)。
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